
Ⅰ．本研究の構想

1．問題設定と研究目的
子どもの社会参画に対する低意識が課題となり，

2017年の小学校学習指導要領解説特別活動編には，
自治的能力を育むことがこれまで以上に求められると
して，「社会参画」という文言が初めて表れた1）。

そこには，「自治的能力や主権者として積極的に社
会参画する力を重視するため，学校や学級の課題を見
いだし，よりよく解決するため，話し合って合意形成
し実践することや，主体的に組織をつくり，役割分担
して協力し合うことの重要性を明確化する」と述べら
れている2）。

社会科では，すでに2008年の学習指導要領の改定
において「よりよい社会の形成に参画する資質や能力
の基礎を培う」との記載があり3），地域や社会への愛
着，社会的な見方や考え方，身につけた知識技能等の
活用が求められた。その後の実践においては，1）社
会科の授業の中で行う人の営みから社会参画のイメー
ジをつかむ授業実践，2）社会参画の模擬体験を通し
て場面設定における意思決定を伴う提言型授業実践，
3）特別活動や総合的な学習とリンクして実際に行動
を伴う授業実践がある4）。これらの実践から，社会科
では，地域や社会に貢献した人々の存在や営みを理解
させることにより， 社会参画の資質・能力の基礎の育
成を目指してきたことが分かる。

他方，内閣府においては，子ども・若者に関する国
の施策として，民主政治や政治参加，法律や経済の仕
組み，勤労の権利と義務についての教育，消費者教育
等，社会に出て必要な知識や態度を身に付ける実践を
推奨してきた5）。さらに，社会参画に係る実践力を育
成するため，2013年度から学校と地域が連携して行う
ためのプログラム開発の研究を進めてきた6）7）。翌年
には「まち・ひと・しごと創生法」が施行され，内閣
府主導によって地方創生に取り組む自治体も多い8）。

この地方創生のテーマは，小学校学習指導要領解説
総合的な学習の時間編において，「各学校が定める内
容」に「地域や学校の特色に応じた課題」が示され9），
地域に出て地域の人々と触れあい，ともに活動すると
いった地方創生を目指した地域参加型の実践がなされ
ている10）。これらは社会参画の模擬体験を通した地域
参加型の実践といえる。

このような状況において， 特別活動で培おうとして
いる社会参画は，よりよい学級・学校生活づくりなど，
集団や社会に参画し，様々な問題を主体的に解決しよ
うとするという，あくまで学校教育活動のなかで育成
する視点である。これは，これまでみてきた社会科や
総合的な学習の時間などによる地域への理解や愛着を
高める指導とは異なった手法といえる。つまり，教材
を基にした学習，地域の人々と触れ合う地域参加を基
にした学習とは異なり，学校内の様々な集団を小社会
として見立て，その中での実践を通して，社会参画の
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資質や能力の基礎を育成するものと考えられる11）。

2．特別活動 で培おうとする「社会参画」
2017年の小学校学習指導要領解説特別活動編にお

いて，「社会参画」に関する記述は次のようであった。
「各教科等の見方・考え方を総合的に働かせながら，

自己及び集団や社会の問題を捉え，よりよい人間関係
の形成，よりよい集団生活の構築や社会への参画及び
自己の実現に向けた実践に結び付けるといった『集団
や社会の形成者としての見方・考え方』を働かせる必
要性がある」とし，さらに，「集団や社会の形成者と
しての見方・考え方は，特別活動と各教科等とが往還
的な関係にあることを踏まえて，各教科等における見
方・考え方を総合的に働かせて，集団や社会における
問題を捉え，よりよい人間関係の形成，よりよい集団
生活の構築や社会への参画及び自己の実現に関連付け
ることとして整理することができる」としている12）。

つまり，特別活動は学級・学校における生活づくり
を推進していくなかで社会参画の資質・能力の基礎を
培うことにより，それらが総合的な学習の時間や各教
科の実践で生かされ，またそこで培った社会参画の資
質・能力は特別活動の集団活動の実践に生かされると
考えられている。

しかし，学校内の集団活動で培った，例えば， 集団
内の問題を解決し，合意形成に近づけさせる企画力，
思考・判断力，学校内での参画の仕組みを理解し，自
らが主体となって協働的な学級づくりをしようとする
態度などが，果たして，社会参画の資質・能力として
地域に出て，地域参画の活動において働くのであろう
か。学校教育で培った社会参画の資質・能力を地域活
動において発揮させるためには，これまで培った資質・
能力は，地域に出て初めて働くのであり，そのために
は，恐らくこれまでの実践と同様に学校と地域を繋ぐ
人々の存在や支援が必要になると考えられる。

3．研究仮説
以上のことから，本研究では，特別活動で培う社会

参画が，地域参画活動の実践にどのような効果を及ぼ
すのかを明らかにする。そのために，実際に地域での活
動を行っている学校で質問紙調査を行い，特別活動で
培う社会参画の資質・能力が，地域活動における，ど
のような社会参画の意識変容につながるかを検討する。

そこで，次の研究仮説を設定した。1）子ども自身
が所属する学校内の集団において，生活上の課題を解
決するために解決策を出し合い，合意形成を通して解
決策を導き出すなど，特別活動によって社会参画の資
質・能力が培われると，2）子どもは学校内の参画シ
ステムの存在を意識する。その一方で，3）子ども同
士が集団成員と協働して解決していく機運も高まる。
これらは，相乗効果があると考えられる。また，4）

総合的な学習の時間や各教科において地域に出て地域
の人々との活動，いわゆる，地域と学校に関わる人々
の協働的な活動を認知したり体験したりすることによ
り，5）子どもたちは地域の活動に積極的に参加し，
地域に対する理解や愛着が深まる13）。

このようにして，特別活動で培う社会参画の資質・
能力は，地域への理解や愛着を深め，地域参画の意思
を高めていくものと考える。

Ⅱ．研究の方法

地域活動を行っている学校で質問紙調査を行い，特
別活動で培った社会参画の資質・能力が，地域活動に
おいてどのような意識変容につながっていたかをパス
解析を通して検討する。

1．質問紙の内容
質問項目は，「特別活動と地域参加活動に関わる質

問紙」として小学生（4年～ 6年）と中学生（1年～ 3
年）に実施する。質問紙の内容は研究仮説に基づき，
次の5つの内容を設定した。
①「特別活動で培う社会参画」

特別活動で培う社会参画の資質・能力の要素として，
合意形成に近づけさせる企画力，集団内の対立葛藤を
解決する調整力，集団内の帰属意識を高め，協働する
力，対人関係を意識した自己実現への主張を想定し，
次の質問項目を設定した。
「1．私は，けんかの仲裁ができる」「2．私は，みん

なの意見がまとまるようなアイデアが出せる」「3．私
がいやだと思うことは，相手を傷つけないようにこと
わることができる」「4．私は，クラスのメンバーとし
て，できることを自分から引き受けている」
②「子どもたちの協働的雰囲気」

児童生徒の学校内の協働的な雰囲気については，「5．
私たちの学校には，おたがいの気持ちを分かろうとす
る生徒が多い」「6．私たちの学校の生徒は，学校のルー
ルをきちんと守っている」「7．私たちの学校の生徒は，
考え方がちがっても協力できている」「8．私たちの学
校の生徒は，いつでもチームワークを発揮できる」を
設定した。
③「学校内の参画システム」

児童生徒の学校内の参画システムについては，「9．
私たちの学校では，よい学校生活になるように生徒の
代表が話し合っている」「10．私たちの学校には，学
校をよくする生徒の意見を取り上げるしくみがある」
を設定した。
④「地域と学校の人々の協働」

大人の地域と学校との協働的な雰囲気については，
「11．私たちの学校の先生たちは，地域の人たちと協
力して活動している」「12．私たちの町の大人の人た
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ちは，子どもの教育のことをよく考えてくれている」
「13．家や地域の人たちは，学校によく協力している」
「14．教育委員会の人たちは，学校の活動を支えている」
を設定した。
⑤「地域参画の意思」

地域参画への意思の要素として，地域愛着，地域へ
の貢献意思，地域の活動への参加意欲を想定し，「15．
私は，大人になってもこの地域で暮らしたい」「16．
私は，この地域が発展する活動があれば，ぜひ参加し
たい」「17．私は，この地域の人々と交流するのが楽
しい」を設定した。

2．調査対象校
T県N町教育委員会管轄の小学校3校と中学校2校

を調査対象校とする。N町教育委員会では，10年程前
からコミュニティ・スクールを活用した地域とともに
進める新しい学校づくりを目指し，総合的な学習の時
間を通して地域活動の実践をしている14）。実践目標は
次のとおりである。
① 教職員と保護者，地域住民が協働する「地域立」の

学校づくりをめざす。
② 学校を核とした豊かな教育環境の創造として，ふる

さとに学ぶ学習を充実させ，地域との協働による豊
かな教育環境を創造する。真に「未来を生き抜く力」
の醸成。

③ 将来を担う子どもたちに「未来を生き抜く力」を育
成するために，学校，家庭，地域でそれぞれの教育
資源を活用し，土曜日の教育環境の充実を図る。
このように，教育委員会と各学校が地域社会と連携

して，児童生徒や保護者を地域活動に積極的に参加で
きるようにし，地域づくりを通して学校づくりを行っ
てきた。

3．調査協力者
T県N町教育委員会の管轄する小学校3校の児童

272人（4年82人，5年80人，6年110人：男子140人，
女子132人）と中学校2校の生徒311人（1年113人，
2年85人，3年113人：男子166，女子145人）の全体
で583人である。調査に際しては，A大学の研究倫理
審査委員会を経て，N町教育委員会と研究契約書を交
わした。実施方法は4件法で無記名方式である。2016
年7月に各学校を通じて質問紙を配布し，各家庭で実
施後，回答した質問紙は封をして提出することとした。

Ⅲ．調査結果の分析

1．調査結果
「特別活動と地域参加活動に関わる質問紙」の項目

において，小中学生別の平均値を求めた（Table 1）。
小学生と中学生の平均値に有意差があったのは，次の
8項目である。
「子どもたちの協働的雰囲気」については，「6.私た

ちの学校の生徒は，学校のルールをきちんと守ってい
る」［t（542.58）=3.95， p<.001］であった。
「地域と学校の人々の協働」については，「11．私た

ちの学校の先生たちは，地域の人たちと協力して活動
している」［t（581）=5.412， p<.001］，「12．私たちの
町の大人の人たちは，子どもの教育のことをよく考え
てくれている」［t（581）=4.268， p<.001］，「13．家や
地域の人たちは，学校によく協力している」［t

（581）=3.314， p<.01］，「14．教育委員会の人たちは，
学校の活動を支えている」［t（581）=3.053， p<.01］
の4項目すべてが小学生の方が高かった。
「地域参画の意思」については，「15．私は，大人になっ

てもこの地域で暮らしたい」［t（568.92）=3.29， p<.01］，

       

 

1.  2.47 0.97   2.47 0.96     
2.  2.34 0.93   2.34 0.92  
3. , ,  2.94 0.88   2.93 0.84  
4.  2.88 0.96   2.79 0.93  

 

5.  3.00 0.85   3.00 0.80  
6.  2.69 0.90  < 2.97 0.79 *** 
7.  3.18 0.85   3.14 0.80  
8.  2.95 0.85   3.05 0.85  

 

9.  3.33 0.81   3.22 0.88  

10.  3.12 0.89   3.01 0.86  

 

11.  3.40 0.78  > 3.04 0.99 *** 
12.  3.34 0.80  > 3.04 0.85 *** 
13.  3.34 0.82  > 3.12 0.82 ** 
14.  3.29 0.80  > 3.08 0.84 ** 

 

15.  2.69 1.02  > 2.41 1.01 ** 
16. ,  2.92 0.98  > 2.51 0.96 *** 
17.  3.04 0.96  > 2.61 0.95 *** 

（　　　）標準偏差　　*** p<.001　** p ＜ .01

Table 1　特別活動と地域参加活動に関わる質問紙項目の小中学生の平均値

―158―



宮田 延実・折出 健二

「16．私は，この地域が発展する活動があれば，ぜひ参
加したい」［t（581）=5.06， p<.01］，「17．私は，この地
域の人々と交流するのが楽しい」［t（581）=5.403， 
p<.01］の3項目すべてが小学生の方が高かった。他方，
4件法（はい4点，いいえ1点）の中央値2.5を基準にす
ると，平均値が3.00以上は高得点である。小中学生と
もに3.00以上の項目は，子どもたちの協働的雰囲気に
おいては，「5．私たちの学校には，おたがいの気持ち
を分かろうとする生徒が多い」「7．私たちの学校の生
徒は，考え方がちがっても協力できている」であった。
「学校内の参画システム」は，「9．私たちの学校では，

よい学校生活になるように生徒の代表が話し合ってい
る」，「10．私たちの学校には，学校をよくする生徒の
意見を取り上げるしくみがある」の2項目であった。
「地域と学校の人々の協働」は，「11．私たちの学校

の先生たちは，地域の人たちと協力して活動してい
る」，「12．私たちの町の大人の人たちは，子どもの教
育のことをよく考えてくれている」，「13．家や地域の
人たちは，学校によく協力している」，「14．教育委員
会の人たちは，学校の活動を支えている」の4項目す
べてであった。

他方，小中学生ともに平均点が2.5を下回っていた
のは，「1．私は，みんなの意見がまとまるようなアイ
デアが出せる」「2．私は，けんかの仲裁ができる」で
あった。
「15．私は，大人になってもこの地域で暮らしたい」

は，中学生のみ2.5を下回っていた。

2．社会参画モデルの構築
「特別活動と地域参加活動に関わる質問紙」の5つ

の内容を用いて「社会参画モデル」の構築を試みる。
初期モデルの構築にあたり，仮説に基づいて，「特別

活動で培う社会参画」から「学校内の参画システム」
と「子どもの協働的雰囲気」にパスを引いた。次に「学
校内の参画システム」と「子どもの協働的雰囲気」の
間に双方向のパスを引いた。他方，「地域と学校との
協働」から「地域参画の意思」にパスを引き，「特別
活動で培う社会参画」からも「地域参画の意思」にパ
スを引いた。その結果，適合度の指標であるRMSEA
は0.089，GFIは0.902，CFIは0.890となった。

そこで，適合度を高めるために，修正指標を参考に
して「学校内の参画システム」から「地域と学校との
協働」のパスを引いた（Figure 1）。それは，仮説に
はなかったが，学校内の参画を認知することにより地
域と学校の活動企画に対する意識が高まると考えられ
ることに妥当性があると判断した。その結果，
RMSEAは0.048，GFIは0.949，CFIは0.968となった。
適合度指標のRMSEAを0.05以下，GFIを0.9以上，
CFIを0.95以上とする基準から，モデルの当てはまり
は極めてよいといえる15）。

3．小学生と中学生の社会参画モデル
小学生と中学生は発達差があると考え，小学生と中

学生ごとに分析したが，それぞれのパスはすべて有意
であった（Table 2）。小中学生ともに因子間に引かれ
たパスは次の通りである。
「特別活動で培う社会参画」からは「学校内の参画

システム」，「子どもたちの協働的雰囲気」，「地域参画
の意思」に正のパス。「学校内の参画システム」からは

「地域と学校の人々の協働」に正のパス。「地域と学校
の人々の協働」からは「地域参画の意思」に正のパス
である。双方向のパスは，「学校内の参画システム」と

「子どもたちの協働的雰囲気」の間の正のパスであった。

Figure 1　社会参画モデル
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Ⅳ．考　察

1．「特別活動で培う社会参画」が影響を及ぼすもの
社会参画モデル内では， 「特別活動で培う社会参画」

は，「学校内の参画システム」，「子どもたちの協働的
雰囲気」，「地域参画の意思」の3因子に肯定的な影響
を与えていた。
「特別活動で培う社会参画」とは，その質問項目の

内容から， 集団メンバーと話し合って意見をまとめた
り，協働したりすることや，意見の違う相手に対して
配慮して意見を主張したり，仲裁をしたりすることの
できる資質・能力である。いわゆる， 対話と協働がで
きる資質・能力である。

まず，「学校内の参画システム」と「特別活動で培
う社会参画」との関係について考察する。「学校内の
参画システム」とは，児童生徒の意見を取り上げるし
くみや自分たちの代表が学校の活動や運営に参画でき
るシステムについての認識である。パス解析によると，

「学校内の参画システム」は，「特別活動で培う社会参
画」に肯定的な影響を受けていた。このことから， 集
団メンバーと対話や協働ができる児童生徒は， 学校の
行事や児童生徒会の企画などに参画できるシステムに
ついての認識が進むことが考えられる。集団メンバー
と対話し協働しようとする意識は，自分たちの集団や
生活を自分たちの手で変化させるためのシステムを認
識し，改善しようとする意識につながると考えられる。
「子どもたちの協働的雰囲気」と「特別活動で培う社

会参画」との関係について考察する。「子どもたちの協
働的雰囲気」とは，考え方の違いがあっても互いの気
持ちを理解し，メンバー同士が協力できる雰囲気であ
る。それは，「特別活動で培う社会参画」に肯定的な影
響を受けていた。このことからは，集団メンバーと対
話や協働ができる児童生徒ほど，互いの他者性を認識
し，かつ，受容しつつ，協力できる雰囲気を醸成する
ようになるといえる。この資質・能力は，どの集団に
おいても適切な指導の下で育成されると考えられる。
「地域参画の意思」と「特別活動で培う社会参画」

との関係について考察する。「地域参画の意思」とは，
 自分の育った地域で暮らし，地域の人々と交流し，地
域が発展する活動に参加しようとする意思である。こ

れも「特別活動で培う社会参画」により肯定的な影響
を受けていた。つまり， 集団メンバーと対話や協働で
きる児童生徒ほど，地域の人々と交流して地域の発展
に参加しようとする社会参画の意思を高めていくこと
を意味する。この両者の関係においては，研究調査対
象地区の地域活動が媒介となっていた可能性がある。
調査対象地区の小中学校は，教育委員会ぐるみで地域
活動を計画してきたこともあり，ここで育った児童生
徒の地域愛着は高まっていたことは想像に難くない。
その上での特別活動で社会参画の資質・能力を培うこ
とによって，地域社会での活動に楽しく参加するだけ
でなく，地域が発展する活動があれば参加したいと思
えるようになり，地域参画への意思が高まったと考え
られる。

以上のように「特別活動で培う社会参画」は，「学
校内の参画システム」，「子どもたちの協働的雰囲気」，

「地域参画の意思」の3因子に肯定的な影響を与えて
いたが，「特別活動で培う社会参画」の4項目は，小
中学生ともに平均値は高くなかった。みんなの意見を
まとめ，仲裁し，相手に配慮した主張や集団メンバー
としての役割を果たすことは，それほど容易ではない
と考えられる。社会参画をさらに育成する特別活動の
実践が重要である。

2．「学校内の参画システム」が与える効果
仮説として想定していなかったが，社会参画モデル

では，「学校内の参画システム」から「地域と学校の人々
の協働」へのパスを引いた。子どもたちが「学校内の
参画システム」を認知することにより，「地域と学校
の人々の協働」についての認識が高まるという関係で
ある。 学校の参画システムを認知する児童生徒ほど，
自分たちの意見や解決策が 学校の行事や児童生徒会の
企画などに採用される可能性があることに気づく。彼
らは 身近な大人である地域の人々や教職員などが，学
校や自分たちのために企画や運営などに協働する姿に
関心を寄せ，その活動を意識するようになっていたと
考えられる。

これらの関係性についても研究調査対象地区特有の
ものであり，地域の大人たちの協働は，自分たちも見
習う手本と映っていた可能性がある。データからみる

     

   0.43 0.07 *** 0.65 0.08 *** 

   0.91 0.12 *** 0.92 0.07 *** 

   0.58 0.07 *** 0.55 0.07 *** 

   0.48 0.09 *** 0.42 0.07 *** 

   0.18 0.06 ** 0.39 0.07 *** 

   0.09 0.02 *** 0.15 0.02 *** 

Table 2　社会参画モデル推定値（小学生と中学生）

（　　　）標準偏差　　*** p<.001　** p ＜ .01
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と，調査対象校の子どもたちの「学校内の参画システ
ム」の2項目は，いずれも小中学生ともに3.0以上の
平均値であった。特に「8．私たちの学校には，学校
をよくする生徒の意見を取り上げるしくみがある」の
平均値は非常に高い。したがって，児童生徒は，地域
の人々や教職員などが協働的な活動を行うことに対し
て大いに関心をもつようになっていたと考えられる。

次に，「学校内の参画システム」と「子どもたちの
協働的雰囲気」の相関関係について考察する。子ども
たちが 学校内の参画システムを認知すると，子どもた
ちは考え方の違いがあってもメンバー同士に協働の雰
囲気が高まるし，協働的雰囲気が高まると，参画シス
テムに関心が高まるという関係があったといえる。自
分たちの意見や課題の解決策が採用される可能性があ
る場合は，協働して解決しようとする機運が高まるし，
集団の中に協働的雰囲気は自治的な意識が高まり，課
題を解決するシステムを活用しようとする方向を促進
すると考えられる。

研究調査対象校の児童生徒は「学校内の参画システ
ム」と「子どもたちの協働的雰囲気」のいずれの項目
平均値は3.0以上であった。これらの相乗作用が大い
にあったことが推察される。対象校の児童生徒は，集
団内の協働的雰囲気も， 学校の行事や児童生徒会の企
画などに参画しようとする自治的な意識も十分高まっ
ている状態にあるといえる。

3．「地域参画の意思」を促進するもの
果たして，特別活動で培った社会参画の資質・能力

は，地域においても発揮することができるのであろう
か。社会参画モデル内で 「地域参画の意思」を高めて
いたものは，集団メンバー相互の対話や協働する資質・
能力といった 「特別活動で培う社会参画」と 「地域と
学校の人々の協働」であった。

集団メンバーと対話や協働できる「特別活動で培う
社会参画」の資質・能力は，意見の違う相手に対して
配慮して意見を主張したり，仲裁したりすることので
きる資質・能力である。これが学校で育成されるかは
別の問題であるが，地域に出て，相手が異年齢の人々
であっても，意思疎通を図るには，この資質・能力は
有効であろう。

しかし，パス係数の値からみると，小中学生ともに
「地域と学校の人々の協働」の影響の方が大きい。つ
まり，地域の人々や教職員などが，学校や自分たちの
ために企画や運営などに協働する姿を意識し認識する
ことの方が「地域参画の意思」を高めることになって
いた。

これらの結果については，研究調査対象校ならでは
の関係であるかどうかは明らかではないが，地域の
人々や地域での活動に児童生徒が何らかの形で関わっ
てこそ，「地域参画の意思」を促進すると考えられる。

この点においては，調査対象地区の小中学校は，教育
委員会ぐるみで地域活動を体験してきたこともあり，
ここで育った児童生徒の地域愛着は高められていたこ
とは想像に難くない。その上での「特別活動で社会参
画」の資質・能力を培うことによって，地域社会での
活動に楽しく参加するだけでなく，地域が発展する活
動があれば参加したいと思えるようになり，地域参画
への意思が高まるようになったと考える。

以上のことから，特別活動で培った社会参画の資質・
能力は，地域での社会参画の基礎的な資質・能力とな
り得るが，ここで重要なことは，児童生徒が地域の人々
と交流したり，地域での活動を体験したりする営みだ
けでなく，その延長線上にある，地域の人々と教職員
などの大人同士の協働を子どもなりに意識し，認識す
ることが必要となっていたことであろう。

Ⅴ．まとめ

本研究では，地域参加型の実践を行っている学校を
対象にして質問紙調査を行い，特別活動で培う「社会
参画」の資質・能力が，児童生徒の「地域参画の意思」
を促進する効果を検討してきた。その結果，特別活動
で培う社会参画は，「地域参画の意思」を促進するが，
 それよりも地域の人々や教職員などの大人の協働を児
童生徒が意識し認識することの効果が大きいことが示
唆できた。つまり，社会参画の資質・能力は，直接的，
あるいは，間接的に，児童生徒の地域参画の意思を促
進していたといえる。

今後は，次の課題を設定して研究を継続したい。ま
ず，「特別活動で培う社会参画」と考えられる，集団
内の問題を解決し，合意形成に近づけさせる企画力，
思考・判断力，学校内での参画の仕組みを理解し，自
らが主体となって協働的な学級づくりをしようとする
態度のうち，どの資質・能力が促進効果を発揮したか
を明らかにしたい。また，社会参画の地域参画への促
進効果に影響を与える変数として，教職員と地域の
人々，児童生徒と地域の人々との関係，あるいは，地
域の歴史，地域の企画に児童生徒に参画ができる余地
の有無などが挙げられるので，これらを変数として，
社会参画の資質・能力の内容や地域参画に対する促進
効果を詳細に検討したい。
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